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。



衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
裁
判
員
制
度
の
検
証
・
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
（
以
下
「
裁
判
員
裁
判
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
は
高
い
割
合
で
裁

判
所
に
出
頭
し
、
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
等
は
熱
心
に
審
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
ま
た
、
裁
判
員
等

の
経
験
者
の
多
く
は
、
裁
判
員
等
と
し
て
裁
判
に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
き
良
い
経
験
を
し
た
と
感
じ
、
充
実
感
を
も
っ
て
審

理
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
裁
判
員
制
度
は
、
順
調
に
運
営
さ
れ
、
国
民
に
支
持
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

か
ん

裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
、強
姦
致
傷
罪
等
の
量
刑
が
重
く
な
る
傾
向
に
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
量
刑
の
傾
向
は
、
個
別
具
体
の
事
案
に
つ
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
の
集
積
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
意
義
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
員
裁
判
の
判
決
は
、
国
民
の
感
覚
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
、
五
及
び
六
に
つ
い
て

一



裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
裁
判
員
法
」
と
い
う
。
）
附

則
第
九
条
は
、
政
府
が
、
裁
判
員
法
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
員
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
員
制
度
が
我
が
国
の
司
法
制
度
の
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
十
全
に
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二

十
一
年
五
月
二
十
一
日
の
裁
判
員
法
施
行
後
、
同
年
九
月
に
有
識
者
か
ら
成
る
「
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
け
、

そ
の
意
見
を
聴
取
し
つ
つ
、
裁
判
員
裁
判
の
運
用
の
実
情
、
制
度
上
・
運
用
上
の
措
置
の
要
否
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
点
も
含
め
、
今
後
更
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
裁
判
員
裁
判
に
お
け
る
強
姦
致
傷
罪
等
の
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
保
護
の
た
め
、

裁
判
員
候
補
者
の
中
に
関
係
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
に
つ
き
、
被
害
者
の
確
認
を
受
け
る
な
ど
し
た
上
で
、
裁
判

員
等
選
任
手
続
に
お
い
て
理
由
を
示
さ
な
い
不
選
任
の
請
求
を
す
る
ほ
か
、
裁
判
所
が
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
九
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
被
害
者
特
定
事
項
を
公
開
の
法
廷
で
明
ら
か
に
し
な
い
旨

の
決
定
を
し
た
場
合
、
起
訴
状
や
証
拠
書
類
の
朗
読
等
の
際
に
被
害
者
特
定
事
項
を
明
ら
か
に
し
な
い
方
法
で
行
う
な
ど
し

て
お
り
、
適
切
に
対
処
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



四
に
つ
い
て

検
察
統
計
年
報
に
よ
れ
ば
、
強
姦
致
死
傷
で
は
、
裁
判
員
制
度
導
入
前
の
平
成
二
十
年
は
、
「
起
訴
」
が
百
九
十
八
人
、

「
不
起
訴
」
が
百
三
十
七
人
で
あ
り
、
起
訴
人
員
と
不
起
訴
人
員
の
合
計
に
対
す
る
起
訴
人
員
の
割
合
（
以
下
「
起
訴
率
」

と
い
う
。
）
は
約
五
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
平
成
二
十
一
年
は
、
「
起
訴
」
が
百
三
十
九
人
、

「
不
起
訴
」
が
百
三
十
七
人
で
あ
り
、
起
訴
率
は
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
二
年
は
、
「
起
訴
」
が
百
十
人
、
「
不

起
訴
」
が
百
四
十
八
人
で
あ
り
、
起
訴
率
は
約
四
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
強
姦
で
は
、
平
成
二
十
年
は
、
「
起

訴
」
が
五
百
二
十
四
人
、
「
不
起
訴
」
が
五
百
三
十
四
人
で
あ
り
、
起
訴
率
は
約
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
一
年
は
、

「
起
訴
」
が
四
百
三
十
四
人
、
「
不
起
訴
」
が
五
百
十
八
人
で
あ
り
、
起
訴
率
は
約
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
二
年

は
、
「
起
訴
」
が
四
百
十
四
人
、
「
不
起
訴
」
が
四
百
六
十
六
人
で
あ
り
、
起
訴
率
は
約
四
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
裁
判
員
制
度
の
導
入
後
、
強
姦
の
起
訴
率
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
が
、
強
姦
致
死
傷
の
起
訴
率
は
低

下
し
て
い
る
。

検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
性
犯
罪
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
も
、
個
別
具
体
の
事
案
に
即
し
て
、
法
と
証
拠
に
基
づ
き
、
適

切
に
起
訴
又
は
不
起
訴
の
判
断
を
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
で
あ
る
起
訴
率
の
低
下
に
つ
い
て
、
御
指

三



摘
の
よ
う
な
「
裁
判
員
裁
判
の
回
避
傾
向
に
よ
り
、
性
犯
罪
の
起
訴
割
合
が
低
下
し
て
い
る
」
こ
と
を
含
め
、
そ
の
原
因
を

一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四


